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水性・耐溶剤性・耐熱塗料 
                 ｱｸｱｾﾗｺｰﾄ  ＡＧＴ－３００ 
 
 
特    長         ☆ 有機溶剤が０．１％（ｗｔ％）以下で、有機則に該当しません。 

☆ 耐溶剤性に優れている。 
☆ 非危険物で作業性に優れる。 
☆ 耐熱性は３００℃です。 

 
 
種    類         シリコーン樹脂系 塗料 
 
 
用    途         耐溶剤性が必要な機器類等 
 
 
性    状         色    調        グレー 
                 比    重        １．２±０．０５ （２０℃） 
                 加熱残分        ４５±２ ％ 
 
 
危険警告         引 火 点        非危険物 
         発 火 点    非危険物 
                 危険物表示      非危険物 
                 溶剤区分        非該当 
 
 
塗装条件      希 釈 液        上水 
                 希 釈 率        ０～１０％希釈 
                 塗装方法        ハケ、スプレー等 
                 塗装可能温度   気温５℃以上 
                 標準膜厚        ２０～３０μｍ／回 
                 標準塗布量      １４０～１８０ ｇ／㎡／回 （ハケ塗り） 
                                 １８０～２２０ ｇ／㎡／回 （スプレー） 
                 塗膜硬化        １５０℃×１５分以上 
                 塗装回数        ２～３回 
                 塗装間隔        ８時間以上 ７２時間以内（２０℃） 
                 用具の洗浄      使用後すぐ水で洗浄して下さい。 
                 塗料が乾いた場合、アルカリ及び酸性の薬品にて洗浄下さい。 
 
 
荷   姿       １ｋｇ ４ｋｇ １６ ｋｇ 
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○塗膜の物理性能 

 
試験項目 

 
性能 

 

 
試験方法 

 

 
Ａ．耐熱試験 
 

塗膜にチョーキング、クラッキング、 
ブリスター、ハガレ、変色等の異常な
く３００℃の温度に耐える 

300℃に保った電気炉中に試験板を入れ 
100時間加熱後取り出し室内にて1時間空 
冷 

 
Ｂ．付着性試験 
 

２５／２５ 
碁盤目セロテープハクリ 
 
１ｍｍマス ２５×２５ 

 
Ｃ．塗膜硬度 
 

塗膜硬度３Ｈ以上 
鉛筆硬度試験 鉛筆保持角４５° 
 
荷重1kg 三菱ユニ鉛筆 

Ｄ．耐溶剤性１ ブリスター、ハガレ、シワ等異状なし 

NMP､ｷｼﾚﾝ､ﾄﾙｴﾝ､MEK浸漬試験 
150℃×30分ｷｭｱ後、素地まで達するよう
ｸﾛｽｶｯﾄを入れる。 
上記TPを試料とする。 
ガラス製容器に各溶剤を150mmまで入れ
試験板をつるして120mmの深さまで浸し 
１００時間後取り出す 
（ｸﾛｽｶｯﾄ部が没するように浸漬する） 

 
Ｅ．耐溶剤性２ 
 

２００回異状なし 

NMP､ｷｼﾚﾝ､ﾄﾙｴﾝ､MEKラビング試験 
綿布に各溶剤をしみ込ませ５００ｇの荷
重にて塗膜をラビング１往復を１回とし 
２００回ラビングを行う。 

Ｆ．塩水性 ブリスター、ハガレ、シワ等異状なし 

３％食塩水浸漬試験 
ガラス製容器に３％食塩水を150mmまで
入れ試験板をつるして120mmの深さまで
浸し１００時間後取り出す 

Ｇ．耐水性 ブリスター、ハガレ、シワ等異状なし 

JIS-K-5400 7.2に準拠する 
３００ｍｌビーカーに９０ｍｍの深さま
で常温水を入れ試験板をつるして８０ｍ
ｍの深さまで浸し１００時間後取り出す 

 
Ｈ．耐塩水噴霧 
 

ブリスター、ハガレ、シワ等異状なし 
JIS-K-5400 7.2に準拠する 
 
５％に調整した塩水を１００時間噴霧 

 試験板条件：ＳＵＳ－３０４を使用。 
       （サイズはＳＵＳ３０４50×150×0.7tmm） 
       ２回塗装 塗装間隔 4Hr 塗装後 4Hr ｾｯﾃｨﾝｸﾞ時間を置き 150℃×30 分ｷｭｱした試験板 
        を上記試験に使用する。（膜厚５０～６０μ） 


